
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

平成 29 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 いいじま“ｷｯｽﾞﾌｧｰﾑ”（農育） 

事業主体 

（連絡先） 

BTW 

事業区分 教育、文化の振興 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1,889,350 円（うち支援金：1,484,000 円） 

写真） 

① 農家の育成 

② 農業を通しての教育 

③ 農業に興味を持ってもらう 

④ 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

来年もまたやりたいとの声を多く

頂けたことや、子供たちが楽しく

農業体験が出来ていたから。 

【馬耕体験】 

 

 【目標・ねらい】 

 

今まで農業に興味はあったが行う機会がなかった小学

生に、農業の楽しさや辛さ、やりがいを教えることが出

来た。また、飯島町でどのような農作物が栽培されてい

るのかを教えることもできた。 

さらに、来年はこんなものを作りたいとか、来年はもっ

と上手に作業したいといった前向きな子供たちの意見

も多く聞くことが出来た。 

また、地域の方々からも、こんなことが一緒にできない

かといったご提案をいくつかいただくことができ、次へ

のステップアップにつながりそうだ。 

小学生２３名と野菜、花、畜産、そばの四つの部門

の体験を参加者全員で行った。 

 野菜は、落花生・さつま芋・サトウキビ・ステビア

を育てた。 

 花は、鉄砲ユリ・ひまわり・ドーム菊を育てた。 

 畜産は、牛の餌やりを中心に行った。 

 そばは、そば打ち体験を４回、実際にそばを育てる

体験を行った。 

 

 ６月から１２月の半年間で合計、１４回計画し、天

候や作物の育ち具合により１２回の活動を行った。 

今回は、すべての部門を参加者全員で行うという形にしたが、次回は部門ごとに参加者を分け、

もっと濃密に各部門ごと体験できるプログラムにしていく。また、今回は飯島町の小学生に限定

していたが、次回は限定せずに参加者を募集したいと考えている。 


